
フッ化物洗口用 チェックリスト 

（安全に洗口を実施するために定期的に確認しましょう） 

 

 項目 チェック ポイント 

関
係
者
の
理
解 

フッ化物洗口に関する施設の責任者と担当者

を決めている 
 責任者と担当者を明確にします 

職員の共通理解を得るための研修を、毎年度実

施している 
 

実施上の知識と技術が必要をされるため、研

修と打合せを行います 

保護者への説明を行っている  
保護者と情報を共有できるように講演会を

開催するなどします。 

保護者への実施希望確認を行っている  
実施希望を誤認しないよう申込書をとりま

す 

希望は随時受けつけている  希望の有無は随時うけつけます 

薬
剤
・
機
材
の
管
理 

歯科医師からの指示書がある  
液の濃度を間違わないよう指示体制をつく

ります 

薬剤は鍵のかかる保管庫で保管している  
子どもの手が届かない鍵のかかる保管庫に

保管します 

保管容器は内容物が表示されている  内容物が判るように表示します 

薬剤の管理簿（出納簿）がある  
分包の受入、使用、残の量がわかるものを整

備します 

分注ボトル等は、不潔にならないように保管し

ている 
 

使用後は洗浄した後に、よく乾燥させて管理

します 

液
の
作
成 

洗口液の作製は洗口を理解している者が行っ

ている 
 

フッ化物洗口について理解した施設関係者

（職員、薬剤師等）が作成します 

ボトルはフッ化物専用として使用している  
液を誤って使用することがないよう専用の

ものを使用します 

ボトルは内容物を表示している  内容物がわかるように表示します 

洗
口 

洗口は、30 分飲食をしない時間に実施してい

る 
 洗口後 30分間は飲食をさけます 

職員による洗口の監督を行っている  職員の監視下で安全に実施します 

分注は、エアー抜き後に行っている  
エアー抜きを行い、しっかりと液が出るよう

になってから分注します 

分注は、ポンプを最後まで押し、分注している  ポンプは手のひらでしっかりと押します 

洗口時間を計測している  洗口を 30秒～1分行います 

未実施者への配慮をしている  
未実施者には水道水で洗口させるなどの配

慮をします 

後
片
づ
け 

残った洗口液は破棄している  残った液は、その都度破棄します 

ボトルの洗浄をしている  流水でボトルやノズルを洗浄します 

ボトルの消毒をしている  
2～3カ月に１回は、次亜塩素酸ナトリウム溶

液等で消毒します 

コップは洗い乾燥させている（ディスポ以外）  コップに液が残らないように洗います 

 


